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鹿児島県内の医療機関における 
ハラスメントの実態と関係機関の取組み 
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研究目的 

鹿児島県内の医療・福祉機関に勤
務する看護職員のハラスメント問題
の現状を明らかにする. 



研究方法 

調査対象：全国の医療・福祉機関に勤務する看護職員 

       （看護師，准看護師，助産師，保健師） 
☆ ２次圏データベースシステム無償ダウンロードサービスより，鹿児島県の 

  医療・老人福祉施設の中より404ヵ所を無作為抽出にて選定． 

調査期間：2011年9月22日～11月30日 

設問項目：「属性，職場内の人間関係，職場内でのハラスメント 

       問題とハラスメントを受けた後の変化，職場内で暴力 

       がおこる要因，職場内の暴力対策への取り組み」 

集計方法：統計処理統計ソフトＥｘｃｅｌ及びSPSS20.0Ｊを用い，     

       記述統計を行った． 

倫理的配慮：大学内設置倫理審査会承認（第197号） 

       研究協力者には，文書にて研究目的や方法，プライバ  

       シー保護，研究結果発表等説明．最終的に個別封筒    

       にて調査用紙を返送してもらった． 

   



結果① 

回答者の56.5％が40代以上であり，回答者の36％が 
臨床経験21年以上のキャリアを持つ 
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結果② 

図1.職場内の人間関係（ｎ＝391） 

職場内の人間関係は概ね良好な職場が多いが，6割以
上の看護職が辞職を考えた事があり，多くの人が， 

その理由として，職場内の対人関係を挙げている.  
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図2.最近1年間に辞職を考えた事があるか（ｎ＝391） 

図3.最近1年間に仕事を辞めたいと考えた理由  
（ｎ＝267）  (複数回答可） 
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結果③ 

図5.同じ職場内での職員からの暴力の頻度   
                      （ｎ＝93） 

図6.ハラスメントを実施する職員（ｎ＝91）   
   （複数回答可） 
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深刻なハラスメント問題 
同じ職場の職員から,怒鳴られたり殴ら
れる（殴られそうになるも含む）ことは，
鹿児島県内の保健・医療・福祉機関で
は，頻回に発生している問題である． 



結果④ 

7. 91  

図8. ハラスメント後に被害者に起こった変化（ｎ＝91）       
                      （複数回答可） 
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☆ハラスメント問題は，看護師の心身に悪影響を及ぼし，  
  業務にも悪影響を及ぼす．更には，看護師の離職問題  
  に結びつく可能性が高い． 
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結果⑤ 
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図10.ハラスメント後の職場取組満足度（ｎ＝19） 
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図11.ハラスメント問題は解決しているか（ｎ＝76） 

ハラスメント問題発生後の取組み
は，不十分 

 

 

職場内でのハラスメント問題 
自己解決は，ほぼ不可能 
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図12.職場内で暴力が起こる要因（ｎ＝391）（複数回答可） 
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図13.職場での暴力対策の取組状況（ｎ＝391） 
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図14.職場内での暴力対策の取組み（ｎ＝117） 



考察① 

 

☆鹿児島県内の医療・福祉機関の人間関係は概ね  
   良好である職場が多いが，看護職員全体の約7割 
   は，この1年以内に辞職を考えた事がある． 
  その理由として，職場内の対人関係によるものが 
   大きい. 
 

☆看護職者が，仕事を辞めたいと考える理由は，結  
   婚・妊娠・出産・育児等の，ライフイベントよりも，上  
   司や医師，同僚など，職場内の人間関係による も  
  のが大きい. 



考察② 
☆鹿児島県内の看護職員の約4人に1人は,ハラスメント被害を受けて   

  おり，その中でも「医師」による 被害が一番多い． 

問題・背景 

◎ハラスメントが，業務形態上発生しやすい側面 
  ⇒看護師業務は，医師の指示の下で実施される 

進まない施設内での 
ハラスメント防止対策 

繰り返される 
ハラスメント被害 

 

●被害者の心身に強い 
  ダメージと無力感 
●仕事への意欲消失 
 

 

看護の質低下 

サービス低下 

労働時間の損失 

加害者自身の自覚欠如 

加害者の影響力の強さ 

約8割の施設で， 
ハラスメント発生後
の取組みは無し 



結論 

●鹿児島県内の医療・福祉機関に勤務する多くの看護職  
   員が，ハラスメント問題を身近に抱えているが，施設内  
   における具体的なハラスメント対策は遅れている. 
 

●看護職員の離職問題を考える上でも，医療・福祉機関  
  における職員間のハラスメント問題に焦点をあて，早急 
   に，ハラスメント予防対策に取り組む事が不可欠である． 
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